教育普及関係
１　移動美術館
北海道立近代美術館・北海道立三岸好太郎美術館・北海道立旭川美術館コレクションによる
北海道美術の精華
　北海道には現在、北海道立近代美術館、三岸好太郎美術館のある札幌をはじめとして、旭川、函館、帯広、釧路の各地に計6つの道立美術館・芸術館がある。これらの館は、それぞれが特色あるコレクションを持ち、地域に根ざしたさまざまな活動を展開している。道内各地を巡回する移動美術館は、この6館のコレクションを広く道民に紹介するとともに、多彩な教育・情報サービスを提供し、美術文化の振興を図ることを目的に開催しているものである。
　平成24年度は、近代美術館、三岸好太郎美術館、旭川美術館の共催により、３館のコレクションから、北海道美術の秀作35点を精選して、道北の２会場に巡回した。会期中、学芸員による作品解説や鑑賞入門講座、ビデオ上映のほか、会場内に美術図書を自由に閲覧できる図書コーナーを設けるなどの関連事業を行った。
●関連事業
［作品解説］
各会場の初日と最終日に、展示会場内において道立美術館学芸員による作品解説を随時行った。
・初山別会場
　10月5日（金）午前9時～午後5時
　10月9日（火）午前9時～午後5時
・音威子府会場
　10月12日（金）午前9時～午後6時
　10月16日（火）午前9時～午後6時
参加者：132名
［美術鑑賞入門講座］
おといねっぷ美術工芸高等学校生徒を対象に、道立美術館学芸員による鑑賞入門講座を行った。
・音威子府会場
　音威子府村公民館
　10月16日（火）2回
　講師：苫名　真（当館学芸第二課長）
　参加者：40名
［DVD上映］
各会場において開館時間中、出品作品に関連するDVD上映を行った。
「感力の画人－木田金次郎」（16分）
「神田日勝－北辺のリアリスト」（13分）
「難波田龍起－抽象の精神」（12分）
「北国の抒情－本間莞彩」（12分）
「一原有徳－変容する版」（15分）

会場、会期、主催・後援、入場者数
［初山別会場］
会場：初山別村自然交流センター
会期：10月5日（金）～ 10月9日（火）午前9時～午後5時
主催：初山別村教育委員会、北海道立近代美術館・三岸好太郎美術館、北海道立旭川美術館
入場者数：205名
［音威子府会場］
会場：音威子府村公民館
会期：10月 12日（金）～10月16日（火）午前9時～午後6時
主催：音威子府村教育委員会、北海道立近代美術館・三岸好太郎美術館、北海道立旭川美術館
入場者数：252名

出品目録
	
	作家名
	作品名
	制作年
	技法・材質
	寸法（ｃｍ）

	1
	林竹治郎
	母と娘
	1921（大正10）頃
	油彩・キャンバス
	60.9×91.0

	2
	木田金次郎
	秋のモイワ
	1961（昭和36）
	油彩・キャンバス
	72.7×100.0

	3
	田辺三重松
	昭和新山
	1971（昭和46）
	油彩・キャンバス
	91.0×72.8

	4
	中村善策
	秋の散歩道
	1971（昭和46）
	油彩・キャンバス
	97.0×145.5

	5
	俣野第四郎
	良子之像
	1923（大正12）
	油彩・キャンバス
	45.5×33.0

	6
	三岸好太郎
	兄及ビ彼ノ長女
	1924（大正13）
	油彩・キャンバス
	45.8×33.5

	7
	三岸好太郎
	面の男
	1928（昭和3）
	油彩・キャンバス
	90.8×60.9

	8
	三岸好太郎
	コンポジション
	1933（昭和8）
	油彩・キャンバス
	53.2×45.7

	9
	朝倉力男
	河畔の厳冬
	1959（昭和34）
	油彩・キャンバス
	112.1×145.5

	10
	難波田龍起
	水の上
	1954（昭和29）
	油彩・キャンバス
	100.0×80.3

	11
	三岸節子
	摩周湖
	1965（昭和40）
	油彩・キャンバス
	59.5×108.5

	12
	国松　登
	氷人B
	1960（昭和35）
	油彩・キャンバス
	136.0×136.2

	13
	岩船修三
	アイヌ・カムイユーカラ（神話）
	1971（昭和46）
	油彩・キャンバス
	72.7×90.7

	14
	松島正幸
	札幌雪日
	1943（昭和7）
	油彩・キャンバス
	97.0×130.5

	15
	小川原　脩
	雪
	1940（昭和15）
	油彩・キャンバス
	154.8×191.2

	16
	小谷博貞
	二月　わらう原野
	1992（平成4）
	油彩・キャンバス
	130.0×193.5

	17
	因藤　壽
	作品80・1・2・C
	1982（昭和57）
	油彩・ベース剤・キャンバス・パネル
	157.3×90.8

	18
	松樹路人
	わが家族の像
	1980（昭和55）
	油彩・キャンバス
	220.0×130.3

	19
	神田日勝
	板・足・頭
	1963（昭和38）
	油彩・板
	144.0×165.0

	20
	花田和治
	月夜
	1982-83（昭和57-58）
	油彩・キャンバス
	227.3×145.5

	21
	山口蓬春
	籠中春花
	1956（昭和31）
	紙本彩色・額
	60.5×83.1

	22
	本間莞彩
	幌都の冬
	1949（昭和24）
	紙本彩色・額
	85.3×115.2

	23
	森田沙伊
	家のみえる厩
	1978（昭和53）
	紙本彩色・額
	123.5×143.5

	24
	片岡球子
	葛飾北斎
	1976（昭和51）
	絹本彩色・額
	116.0×79.0

	25
	阿部貞夫
	霧氷の街
	1964（昭和39）
	木版・紙
	40.7×53.0

	26
	一原有徳
	RON 15
	1975（昭和50）
	モノタイプ・紙
	59.5×44.5

	27
	金子誠治
	あかね
	1970（昭和45）
	木版・紙
	60.0×45.0

	28
	北岡文雄
	厚田海岸
	1975（昭和50）
	板目木版・紙
	39.8×55.0

	29
	岡部昌生
	#165 le 26 septembre 1979 à rue Pasteur
	1979（昭和54）
	フロッタージュ・鉛筆・紙
	189.0×189.0

	30
	中原悌二郎
	若きカフカス人
	1919（大正8）
	ブロンズ
	18.0×19.5×41.5

	31
	佐藤忠良
	ボタン
	1969（昭和44）
	ブロンズ
	30.0×40.0×127.0

	32
	砂澤ビッキ
	午前3時の玩具
	1987（昭和62）
	木（カツラ）
	34.0×80.0×20.0

	33
	小森　忍
	雪結晶文花瓶
	1957（昭和32）頃
	陶
	17.0×31.5

	34
	山本正年
	膚
	1966（昭和41）
	陶
	29.4×41.0×35.2

	35
	大門　嚴
	き・に・なる・箱
	1992（平成4）
	木（ウォールナット、シナ、アフリカンパドック、ピッチパイプ）、ウレタンオイル塗装（内箱）、白木用ウレタン塗装（外箱）
	24.0×40.0×30.0


[bookmark: _GoBack]Nos.6,7,8は北海道立三岸好太郎美術館蔵　Nos.9,10,32,35は北海道立旭川美術館蔵
その他は北海道立近代美術館蔵

